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橿原市立新沢小学校

電話 ２７－４１６３

（ホームページにはカラー

で掲載しています。）

１．スポーツ大会
１０月１９日（火）【10月 21日(木)予備日】低・中・高に分かれて分散型での開催
保護者参観あり

２．秋の遠足
○低学年 １０月 ８日（金） 橿原運動公園
○３年生 １０月 １日（金） 福祉パーク・奈良方面
○４年生 １０月１５日（金） 大滝ダム・森と水の源流館
○５年生 １０月２２日（金） 朝日新聞（堺）・明治なるほどファクトリー

３．授業参観
１１月５日（金）フリー参観として実施予定

４．修学旅行
１１月１８日（木）～１９日（金）伊勢・志摩方面

５．マラソン大会
１１月２５日（木）【11月 26日(金)予備日】

６．個人懇談
１１月２９日（月）～１２月３日（金）

※コロナの感染状況により内容・時期等（中止も含む）がやむを得ず変更させていただ
くことがあることをご了承願います。

２学期の主な学校行事

２学期がスタートしました。校庭に子どもたちの元気な声と笑顔が戻ってきました。

高齢者や職域によってワクチン接種が進む中、この夏にこれほどまでコロナが感染拡大

するとは思ってもみませんでしたが、未だ近隣府県には緊急事態宣言が出されているな

ど、コロナの感染拡大は収束の方向が見えません。そんな中ではありますが、学校は緊

張感を持ってこれまでの感染防止対策を徹底しながら、教育の中身と方法を十分に検討

した上でできるだけ「学びを止めない」よう歩んでまいりたいと考えています。ご家庭

におかれましても日々の検温、手洗い・手指の消毒、マスクの着用等ご協力の程よろし

くお願いいたします。

また、あわせて感染者及び濃厚接触者へのいわれのない誹謗中傷や差別的な対応のな

いよう冷静な判断と行動をよろしくお願いいたします。これからも互いを尊重し、みん

なで助け合い、支え合って、「一人一人が大切にされる」学校づくりにご協力いただけ

ますようよろしくお願いいたします。



すでにマチコミメールにも添付して送信していますが、
新型コロナウイルス感染予防対策に関わって、 「登校の判
断」等についても本校ホームページに更新して掲載してい

ます。参考までにお知らせいたします。また、２学期も引き続き、適時 「校
長室の窓」を更新していきますのでよろしければご覧ください。

東京オリンピック・パラリンピック２０２０の開催にあたっては、賛否両論さまざま
な意見がありました。しかし、アスリートたちにとってはひたむきにそれぞれの競技に
向かうのみで、その姿から私たちは多くのことを学ぶことができたのではないでしょう
か。
勝負の世界には、勝者と同時に必ず敗者も存在します。しかし、勝者だけが輝いてい

るのではなく、たとえ敗者であったとしても、国境を越えて互いの健闘をたたえ合う姿
には、私たちの心を強く打つものがありました。女子スケートボードパーク世界ランク
１位の岡本選手は、最終演技で大技の最後の着地で失敗しました。しかしその後、海外
の選手が岡本選手の元へ駆け寄り、岡本選手を担ぎ上げてそのパフォーマンスを称える
と、岡本選手も思わず笑顔になっていました。また、陸上男子８００メートル準決勝で
交錯して転倒したアメリカとボツワナの選手は、起き上がり他の選手と１分近く遅れな
がらも互いに声を掛け合いながら同時にゴールしました。一番悔しい思いをしているの
は、思う存分自分の力を発揮できなかった選手自身です。心の中では大粒の涙を流しな
がらも、現実を受け止め、駆け寄ってくれたなかまに笑顔で応えたり、立ち上がって共
にゴールを目指したりする姿は、金メダルと同じくらいに輝いていました。
昨年６月、新型コロナウイルス感染拡大の影響でインターハイが中止となり、目標を

失いかけている母校の高校生たちに、「できないことをなげくより できることを精一
杯 できることに感謝しながら」とメッセージを贈った上野投手。その上野投手を中心
とする女子ソフトボール日本代表が１３年の年月を経てオリンピック連覇に輝きまし
た。その上野投手は、「13年っていう年月を経て、最後にあきらめなければ夢がかなう
とたくさんの方々に伝えられたと思う。」と語りました。また、柔道大野将平選手は金
メダルが決まった瞬間、深々と一礼すると天井を見上げ、「リオを終えてからの苦しく
て辛い日々を凝縮したそんな1日の戦いでした。1年の延期を乗り越えて今日までやって
来ました。まだまだ自分の柔道人生は続きます。自分を倒す稽古を継続してやっていこ
うと思います。」とインタビューに答えました。
輝かしい栄光の向こう側には、単に技術だけでなくさまざまな困難を乗り越える強い

精神力や自分自身に打ち勝つ強い心を垣間見ることができます。

大野選手がインタビューで応えた「我々アスリートの姿を見て、何か心が動く瞬間が
あれば光栄に思います。」という言葉から、私たちは今回のオリンピックで心が動いた
瞬間を改めて思い起こし、そこで何を感じ、何を学んだのか考えてみることで自分自身
の成長につなげたいものです。

東京オリンピック２０２０から学ぶ


